
地域住民が地域を支える
過疎地有償運送等 取り組み過疎地有償運送等の取り組み

過疎地有償運送事業

一人暮らし者の花見会

高齢者の食事会

農林業作業支援事業 高齢者生活支援事業地域高齢者スポーッ大会高齢者の食事会の
手伝いをする小学生 （介護サポーター）



美馬市の位置
四国

美馬市
徳島県

平成１７年３月に
３町１村が合併して
美馬市となった美馬市となった



美馬市の概要 市の中央を東西に四国三郎『吉野川』

が流れ 穴吹川など幾多の川が吉野が流れ、穴吹川など幾多の川が吉野

川に流れ込み、その沿岸地が可住地

となっている。 南側は、剣山（つ
脇町

美馬町

となっている。 南側は、剣山（つ

るぎさん）と、ほとんどが山地で、

総面積の約８割が森林となっている。

穴吹町

●美馬市役所

・総面積 ３６７．３８ｋ㎡

＊徳島県全体の８．９％

・人口 ３１ １６１人

片道５０分

・人口 ３１，１６１人

男 １４，９５７人

女 １６，２０４人
木屋平

●総合支所

・世帯数 １１，５１１世帯

・自治会数 ３３４自治会

・高齢化率 ３０．６６％

木屋平

▲剣山 高齢化率 ３０．６６％▲剣山

キレンゲショウ
マ



木屋平（こやだいら）の概要

• 人 口 ７５１人

• 世帯数 ４１５世帯

• ６５歳以上 ４２０人６５歳以上 ４２０人

• 高齢化率 ５５，９０％

• 自治会数 ５９自治会

連合自治会（連合自治会３）

• 市内中心部まで約３０キロ

• 医療機関２ （一般、歯科）医療機関 （ 般、歯科）

• ディサービスセンター１

• 幼、小、中学校各１校

木屋平地区の中心地、川井

地域の課題

• 少子・高齢化による人口の減少

• 交通弱者の支援

買 物弱者

• 高齢者生活支援

農林業作業支援• 買い物弱者

• 地域文化の衰退

• 地域環境の悪化

• 農林業作業支援

• 防災力の低下

• 地域環境の悪化

点在型の住宅



ＮＰＯ法人の設立まで ①

旧木屋平村は、移動手段を持たない住民（高齢者）に対し、医
療機関（診療所）に通院、検診等を受けるため、村がタクシー療機関（診療所）に通院、検診等を受けるため、村がタクシ
会社に業務委託し、週1回1台を移動サービスとして取り組んで
いた。しかし、平成１７年３月合併後２年で廃止になった。

廃止の理由：木屋平のみ実施、高額な事業費、行政はこれ以上
続けれない。

助かっていた
地域住民でなん
とかせんと。助

のに・・・ 困る
わー何とかし
て下さい。

地域で検討会を
設立し 住民の設立し、住民の
意見を聞いてみ
よう。

地域住民

地域代表者

合併して悪く
なったわ－ 地域代表者な わ

そうだ、ドイツ、フラン、スエー
デンの研修を生かそう



ＮＰＯ法人の設立まで ②

なんとか、
診療 移 ビ を続

以前から機会があ
るごとに、住民か

診療所への移動サービスを続けるため・・・
今後の木屋平地域のために。

ら意見を聞いてい
た。

・ 木屋平地域有償ボランティア検討委員会を設立（H１７年）木屋平地域有償ボランティア検討委員会を設立（H１７年）
・ ＮＰＯ法人設立に向けて・・・視察、研修、全地域での意見交換会をひ
たすらつづけた。
・ ＮＰＯ法人等で取り組む事業内容 人選等を検討（誰が 何を いつ）ＮＰＯ法人等で取り組む事業内容、人選等を検討（誰が、何を、いつ）
・ 地域文化、人文化を活用した組織づくり。
・ 自分たちも地域で支援や世話を受ける身になる。（できるうちにしておく）

平成１９年１２月 住民の底力でＮＰＯ法人を設立



ＮＰＯ法人こやだいらの機構

監 事会
業務依頼

理 事
名 監 事

２ 名会
員

回 答

指

１０ 名
指
示

輸 送 班
45  名

農林業作業班
７ 名

高齢者生活支援班
３３ 名

環境整備班 防 災 班 自然保護班地域づくり班
５ 名 ６ 名

防 災 班 自然保護班
６ 名

地域づくり班８ 名

会 員：３３９名(設立時２２０名) 年会費：1人当たり1,000円



ＮＰＯ法人こやだいの活動
①過疎地有償運送事業①過疎地有償運送事業

公共交通機関を利用することが困難な交通弱者等の通院、
買い物、外出の利便と社会参画の促進を図る。

自宅玄関 目的地 自宅玄関自宅玄関 目的地 自宅玄関

○登録運転手 ４５人
○交通弱者 １５０人
○利用内容
１定期的利用 （診療所・買い物等）
２地域内利用 （木屋平地域内のみ）
３地域外利用 （木屋平地域外のみ）

診療所送迎

３地域外利用 （木屋平地域外のみ）
４利用料金 （１ｋｍ１３０円）
５利用車両 （自家用車）
６利用方法 （予約制 ４人まで相乗り可能）６利用方法 （予約制、４人まで相乗り可能）

買い物送迎



過疎地有償運送事業年度別比較表

300
件数

Ｈ２０: ２０４ Ｈ２１： ２１７
250

Ｈ２０:  ２０４ Ｈ２１： ２１７
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150
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キロ数
Ｈ２２： ５３８ Ｈ２３： ６５０
Ｈ２４： ５５７ Ｈ２５： ６１６

50

キロ数
Ｈ２０： ３９７４ Ｈ２１： ４２２４
Ｈ２２： ５３６４ Ｈ２３： ９５３８

0

H20 H21 H22 H23 H24 H25

Ｈ２２： ５３６４ Ｈ２３： ９５３８
Ｈ２４： ７８１１ Ｈ２５： ７７０１

H20 H21 H22 H23 H24 H25

H20年度を基準としている



ＮＰＯ法人こやだいらの活動
②高齢者生活支援事業②高齢者生活支援事業

・訪 問：高齢者実態調査、個別調査により実施する。
・安否確認：安全で安心して暮らしているか。
・生活相談：生活する上で心配ごと、悩みことがないか。
・情報提供：振り込め詐欺、地域、市、県、国などの情

報提供。

訪問 （生活相談） 訪問 （情報の提供）



ＮＰＯ法人こやだいらが実施した
高齢者実態調査の結果（H26 8実施）高齢者実態調査の結果（H26,8実施）

●調査票の作成、調査対象者数把握、担当者地区割りをして実施

一人暮らし高齢者の安全安心についての意識調査人暮らし高齢者の安全安心についての意識調査
A 訪問して欲しい････････････････････････････････ ３０％
B 訪問は遠慮したいが電話はして欲しい・・・・・・・５０％
C 何らかの方法で声かけして欲しい ５０％C 何らかの方法で声かけして欲しい・・・・・・・・・５０％
D 災害時や非常時は訪問や電話をしてほしい・・・・・９０％
E 現時点では必要ない・・・・・・・・・・・・・・・２０％

＜まとめ＞
共通意識として、体調不良やケガ、非常時の連絡が可能かどうか不安
に思っているが９０％を占めている。世帯ごとに要望に違いがあるの
で随時検討し、臨機応変な対応が必要である。



ＮＰＯ法人こやだいらの活動
③農林業作業支援事業③農林業作業支援事業

・農林業作業支援は、農林作業を行う上で特に、高齢者になる農林業作業支援は、農林作業を行う上で特に、高齢者になる
と力仕事ができづらくなります。その業務を支援することで、
例えば農業であれば、土作りから収穫までの一連の作業で作
る楽しみと健康管理、安全な野菜作りができる。
・支援料金：９００円/１時間

草刈り
茶摘み

茶の剪定



ＮＰＯ法人こやだいらの活動
④環境整備事業④環境整備事業

○ 国、県、市道、河川の清掃活動や道路の支障木の撤去作業
の実施。

○ 不法投棄（地域外から）の調査や監視活動 看板の設置等○ 不法投棄（地域外から）の調査や監視活動、看板の設置等。



NPO法人こやだいらの活動
⑤防災関係事業⑤防災関係事業

●自主防災会との連携による防災訓練の実施、高齢者の避難体制づくり●自主防災会との連携による防災訓練の実施、高齢者の避難体制 くり
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ＮＰＯ法人こやだいらの活動
⑥自然保護活動事業⑥自然保護活動事業

●地域の希少で絶滅危惧種の動植物の保護活動や増殖

自然保護活動
希少植物 保護や増殖

キ
レ

ヒ
メ

●地域の希少で絶滅危惧種の動植物の保護活動や増殖

希少植物の保護や増殖

・キレンゲショウマ

・ワタナベソウ

レ
ン
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シ
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メ
ユ
リ

・ワタナベソウ

・ヒメユリ
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ＮＰＯ法人木屋平の活動
⑦地域づくり事業⑦地域づくり事業

●木屋平地域に伝わる伝統文化や伝統芸能を生かした地域づ●木屋平地域に伝わる伝統文化や伝統芸能を生かした地域づ

くりと継承

・獅子舞、傘踊り
木屋平太鼓・木屋平太鼓
・夏祭り



協働と課題解決

・協働
地域の課題の解消は 全ての各種団体 行政などの長を柱地域の課題の解消は、全ての各種団体、行政などの長を柱
として組織化し、担当団体が連携しながら課題解決に当たる。
・課題
過疎化、少子・高齢化が進む中、縦割りの施策や取り組みで
なく横の連携をより重視し、住民のニーズに合った取り組みを
スピ ディ に結論（３ヶ月）をだし 推進しなければならないスピーディーに結論（３ヶ月）をだし、推進しなければならない。

サロンで防災訓練 一人暮らし宅冬場の訪問 (水道の故障) サロンでグランドゴルフ大会



地域会議を繰り返し行う

ひとり暮らし高齢者等
の見守り関係図
（支援体制）の確認

「あんしんカード」の
活用支援を依頼防災マップ上でひとり

暮らしなど要支援が
必要な高齢者の確認

活用支援を依頼

各地区の意見、提言を聞き取る。



木屋平地区におけるひとり暮らし高齢者等見守り関係図

赤枠で囲んだ団体の
代表を務めています



子供から高齢者まで地域の役割分担
を行うを行う。

現在は 「けん う を し・ 現在は 「けんこう」 をテーマにし
た活動で、木屋平の春・夏・秋・
冬 の旬の食材 （薬草も含め）

人との交流で認知症予防
冬の旬の食材 （薬草も含め）
を活かしたメニュー作りができた。



親や家族に１通のハガキを出そう。

親は子を何時までも思い、子は親を思いながらも家族親は子を何時ま も思 、子は親を思 な らも家族
の絆は徐々に細くなり、ある日切れてしまいます。こ
の機会に親や家族に１通のハガキを出そうキャンペー
ンを行 ています ご希望の方は次の所 連絡下さいンを行っています。ご希望の方は次の所へ連絡下さい。

〒777-0302
徳島県美馬市木屋平字川井１６１番地

子・孫NPO
徳島県美馬市木屋平字川井１６１番地

ＮＰＯ法人こやだいら阿部義則宛

TEL:0883-68-2305   FAX0883-68-2305

一人暮らし高齢者 一人暮らし高齢者高齢者家族



地域課題への取り組み

・地域は、住民同士が繋がり、課題解決等は、行政、補助金頼よりでなく
できる限り、地域で取り組むことが大切である。

利益の限界予算の限界

企行

利益の限界予算の限界

地 域
企
業

行
政

地域課題

地 域

地域課題

住民・住民組織：住民 住民組織：



取り組みの効果取り組みの効果

・ 地域が明るくなった。（地域内外の交流）

・ 地域住民が元気になった。（高齢者）地域住民 元気 な 。（高齢者）

・ 認知症者、介護認定者が少ない。

・ 会合 イベント等の参加者が増加した・ 会合、イベント等の参加者が増加した。

・ 移動手段の確立で医療費の削減につながった。

・ 自給自足の推進が図れた。

・ 地域ビジネスにつながった。域 。

・ 継続することが大切である。



課題や展望課題や展望

・人材育成。

・ 地域資源の活用（薬草の活用 水源 地域文化）・ 地域資源の活用（薬草の活用、水源、地域文化）

・ 学校の継続。

気な高齢者が 者 高齢者を支 る・ 元気な高齢者が弱者の高齢者を支える。

・ 地域の良さを発信し、昼間人口の増を図る。

・ 人の受け入れ体制づくり。

・ 地域ビジネスの推進地域ビジネスの推進。

・ 食文化、見る文化、体験する文化のづくり。



ＮＰＯ法人こやだいらの活動テーマ

団結と絆で地域を支え愛

水
質質
四
国
一位
十
八
年

し

年
連
続
の
穴し

だ
れ
桜

穴
吹
川

ご清聴ありがとうございました。



この資料の著作権は「特定非営利活動法人こやだいら」に帰属しており、

電子的または機械的な方法を問わず、いかなる目的であれ、

無 複製ま 転送等を わな う 致 ます無断で複製または転送等を行わないようにお願い致します。

使用を希望される場合には、下記連絡先にお問い合わせ下さい。

〒７７７－０３０２

徳島県美馬市木屋平字川井１６１番地

特定非営利活動法人 こやだいら

TEL & FAX 0883-68-2305


